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Ⅰ はじめに








国語の授業は, ｢読むこと｣ ｢書くこと｣ ｢話すこと聞
くこと｣ などのさまざまな分野がある. その中でも, 子
どもの ｢国語力｣ の能力を伸ばすためには, ｢読むこと｣
が土台になってくる. そのためには, 文学作品でも, 教
材をより深く読みとっていくことが課題となってくる.
ここでは, 教材としては, より深く教材研究をしてき
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う. 子どもが ｢班で話し合わせてほしい｣ などと要求を
出せるようにしていくことである.
第三の視点は, 学習班と生活班との違いを意識するこ
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班を発展させる指標はない.
③ 班長 (リーダー・ガイド) をどうつくるか
生活班の発展にもよるが, 当初は話し合いの司会のよ
うな役割をできるだけもたせ, 子どものイメージがしや






















を行う. 班の中では, 役割を決め, 司会 (班長) ・記録・






































































































































ん』 (小林信次, 平野博通編著)(2) の出版から十数年が
経過し, その後の社会状況の変化の中で, 新たに分析し
直したところを含め, 授業者自身が学び直しながら,





生活からかけ離れている. いくら残雪を ｢英雄｣ だと言っ
ても生活の糧には違いない. 生活をかけて生きるか死ぬ


































































































(場) ぬま地 がんの生息地. 群れが降り立つくらいの
広さの沼である.



























がん (残雪) の呼称の変化 ｢たかが鳥｣ → ｢ただの鳥
に対しているような気がしなかった｣
ここにがん (残雪) を対等に見る認識の変化が表れて



































ミガメと少年｣ を学習したが, ｢構造よみ｣ については,
言葉としてしか教えていない. ｢形象よみ｣ は ｢裏よみ｣
と言って, 一学期に ｢近代の俳句｣ の指導の際に少し触
れているが, 小説については行っていない. だから, 生





















第 2時 構造よみ ｢発端｣ 事件とは何か
第3時 (本時) 構造よみ ｢クライマックス｣ ストーリー
とプロットの違い
第 4時 形象よみ (導入部・展開部) 主題につながる形
象の流れ
第5時 主題よみ, 題名よみ テーマを文章化 (抽象化・
一般化) する
 本時の授業実践のための発問計画
斉 (一斉問答), 発 (発問), 説 (説明), 指 (指示),
助 (助言), 評 (評価)
① 本時のねらい確認 ｢クライマックスを決める｣ (5 分)
文章構造を思い出す.



















③ クライマックスはどこか 班討論 (15 分)
指 ｢やめ. 個人で考えたことを班で話し合って決めま







する. 例えば 1人が結論を言ってもう 1人が理由
を言うなど)
・班内に 1人 ｢知恵袋｣ (反論者) を決めること.












































































































































































































































































































































































































































































































近 藤 P86 の 16 行目
伊 神 同じ





亜 湖 P88 の 5 行目 大造じいさんの敵に対する
心を持っていないから｡
森 P88 の 5 行目 残雪に対しての大造じいさ
んの気持ちが変わっていることが文からよ
みとれると思ったから｡
水 野 P88 の 7 行目 大造じいさんの敵から友情
に変わっている｡
服 部 …… (意見なし)
森 P88 の 7 行目では, 解決が終わっていると
思う｡ あとの話になっているので直接関係
ない｡
亜 湖 解決の始まりが P88 の 5 行目でその流れ
が P88 の 7 行目に来ているから間違いで
はないけどちょっと違うと思う｡
6 班の様子
愛 佳 P86 の 14 行目か P88 の 5 行目かどっちか
だと思う｡
実可子 強く心打たれたから P88 の 5 行目だと思
う｡
愛 佳 もしかして P88 の 2 行目もありそう？








指示Ｄ じゃあ, 11 時 15 分までね｡ 分かれて｡
1 班の様子
萌 子 P86 の 16 行目はじいさんの考えが変わっ




寺 田 P87 の 13 行目だと思う
実可子 それは, がんをとろうとしたとも読み取れる｡
西 山 P86 の 15 行目
愛 佳 そこは, 心が変わり始めたところだと思う｡
山場の始まりなんじゃないの｡
実可子 P87 の 13 行目はどう思っていようとかけ
つけたくなる｡ 自分のせいでそうなったの
だから, 誰だって心配する｡








指示⑦ じゃあやめて. 全体で意見出して. 意見あると
ころ.
(ハイ, ハイの声たくさん出るが, 挙手しているのは 1
班と 6班のみ.
指示⑧ はい, 1 班
(エーの声. こっちに当ててという意味で)
(周りから立ってくださいの声)




伊神 (1) ｢大造じいさんは, ぐっと銃をかたに当てて,











助言⑬ みんなどっちの意見なの. ｢が, なんと思った
か｣ の方は
(2, 3, 5, 7 班挙手. 板書)
助言⑭ ｢大造じいさんは,｣ の方は
(1, 2, 4, 6, 7, 8 班挙手. 板書)
助言⑮ 多数決じゃないので, 根拠を出して討論してい
こう.
指示⑨ はい, 6 班
















指示⑪ はい, 1 班
近藤 (1) ｢が, なんと思って｣ で気持ちが変化して,
次のところで事件が解決している. ｢強く心打
たれて｣ は強調になっている.






愛佳 (6) ｢が, なんと思ったか｣ は助けようとしたか
らだけで, ｢強く心を打たれて｣ は, それプラ
ス頭領らしい態度を感じたからなので規模が違
う.






























んとがん｣ の授業の構想中で, 強く思ったことは, 主題








5 年生での 『大造じいさんとがん』 の国語の授業を計
画していった. そして, 作品の山場に当たる場面を授業












い. この作品では, グループ学習を取り入れ, 子ども相
互の関わりを作り出し, 相互に支え合った学習をつくり
だしたいと考えていた. 従って ｢学習集団の発展｣ から
見るとⅡ期の頃である.
参観者を招いて授業ということで, やはり, 事前より










う高めていくのか, というのも課題だった. そこで, こ
のクラスでは, 国語の書き込みは, 子どもにぴったりで,
他の教師に見せてもいいという自信をもてるものだった.

























































とがん｣ では, ｢読むこと｣ と ｢書くこと｣ も結びつけ
ていて, 事前の準備のひとつに子どもの自らの作業にし











けり｣ という抜き出しがしてある. また, ｢うかんだこ
と｣ として, ｢残雪は仲間をとても大切にしている｣ ｢助
けたいという気持ちがつよかった｣ と書き込んでいる.
別の子どもは, ｢大造じいさんが銃をおろしたところ｣























ようにしたいですが.｣ と説明しておいた. さらに, 最
後の ｢大造じいさんが, 強く心をうたれて, ただの鳥に
たいしているような気がしなかったあたり, はどう扱わ
れるのか授業を楽しみにしています.｣ と期待をこめた










て, 発言も多くなり, リードしていく子も出てきた. 玉





















ただ, この授業でも, 時間がたりない事は, 予想され
た. かなり手際よくできるようになっていたが, 書き込








斉音読から, すぐに書き込みを始めた. やはり, 参観者
にとって, この辺りの, 展開は, 惹きつけられるものを
もっているはずである. 授業へ集中していく様子が感じ














｢さあ, このキジとはやぶさは, どうちがうの？｣ と







さ, おとりのガン, 残雪, そして大造じいさんの位置を









佐々木が, 大造じいさんは, 銃をおろしたのは, なん
でてしょうか？｣ と他の子に向かって 自ら問いかけを







中では, 学習リーダーを中心に ｢今の問題は. なんと思っ





















山藤 ｢玉部さんに付け足して, 空で起こった, はやぶ
さと残雪の闘いを見たからだ.｣


















教師 ｢みなさんは, 今の発表のように, 感動した, お
とりのがんを助けてくれたのでという読みとりで
した. そして残雪に感動したからというのが多かっ
たです. でも, が何と思ったか だけだとはっ




子どもたちは, 一斉に, ｢残雪が｣ と反応している,
そこで ｢そうなのというきりかえすと, 一瞬とまどって,



























はたして, 私たちの 『大造じいさんとがん』 の授業は,
どうだっただろうか. 確かに, 教材分析を基にしての解
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 椋 鳩十 『大造じいさんとがん』 (教育出版・教科書 5 年
上 2004 年 78 頁～89 頁)
 小林信次・平野博通編著 『大造じいさんとがんの読み方指
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